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有明海奥部底層の溶存酸素濃度の変動（６月）と今後の見通し 

 奥部の観測点Ｔ１３（国営干拓沖）では，６月上旬の筑後川の中規模出水（図４）によ

って塩分が低下して成層が形成され、その後、約１ヶ月間維持されました（図５、６）。こ

れに伴い、底層の溶存酸素（飽和度）は、６月中旬の小潮期に減少し、一時２０％を下回

りました（図２）。その後、６月中旬の梅雨前線の接近にともなう南寄りの強風（図３）と

大潮期の強い潮流により溶存酸素は一時的に回復しましたが、６月下旬の小潮期には再び

２０％近くまで低下しました（図２）。その後、梅雨前線上を通過した低気圧による南寄り

の強風（図３）と大潮時の強い潮流により再び溶存酸素は回復しました（図２）。 

 沖合域の観測点Ｐ６（沖神瀬西）では，観測点Ｔ１３と同様に観測期間を通して成層が

形成されていました（図５、６）。底層の溶存酸素は、６月中旬までは６０％程度と高い水

準で推移しましたが、それ以降は徐々に低下し、６月下旬の小潮期には一時的に３０％を

下回りました（図２）。 

 さらに沖合域の観測点Ｐ１（大浦

沖）でも、底層の溶存酸素は観測点

Ｐ６と同じような推移を示し、６月

中旬の小潮期に５０％程度、６月下

旬には４０％程度まで減少しました

（図２）。 

 このように底層の連続観測および

定期観測の結果から、２０１５年の

有明海奥部では、昨年よりも早く、

６月中旬の小潮期には貧酸素水塊が

発生し、大潮期には一時的に消滅し

たものの、小潮期には再び形成され

るという状況にありました。成層構

造は観測期間を通して維持されてい

ましたが、底層の水温が２２℃未満

と比較的低いことから、貧酸素水塊

形成後の溶存酸素の回復が早かった

と考えられます。しかし、７月１日

には筑後川の大規模出水（＞流量



1200 m3/sec）があったため（図４）、７月も引き続き成層構造が継続すると考えられるこ

と、また、底層水温も徐々に上昇していることから（図２）、７月中旬の小潮期には、再び

貧酸素水塊が形成される可能性がありますので注意が必要です。 

 

 
図２．２０１５年６月における国営干拓沖（Ｔ１３）、沖神瀬西（Ｐ６）、大浦沖（Ｐ１）

における底層（海底上２０ｃｍ）の水温、塩分、溶存酸素飽和度の変動 
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図３．沖神瀬西（Ｐ６）における海上風（海上３ｍ）の風向・風速の経時変化 

 

 

図４．２０１５年６月１日～７月２日における筑後大堰直下流量（筑後川ダム総合管理事

務所、速報値）の推移 
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